
　今年もカーエアコンの修理依頼が増加してくる

季節がやってきました。近年は、室内の快適性を

向上させるためにカーエアコンの果たす役割がま

すます重要性を増しており、それに伴ってオート

機能の空調制御が複雑化し、センサーを多用して

緻密なコントロールを実現しています。

　いうまでもなく、空調制御が緻密さと複雑さを

増すに従い、トラブルシューティングも複雑かつ

手間のかかる作業になっています。そのため、診

断に時間がかかる反面、修理に費やす作業時間が

それほどでもなかったりするケースもあり、収益

性の面で割に合わない印象も拭えません。従って

効率的に故障診断することが、エアコン修理の作

業手腕を問われる要因としてボリュームが大きく

なっているのです。

　幸い、ファミリーカーも含め平成年式のクルマ

の多くはオートエアコンを中心に「自己診断機

能」が搭載され、それを活用することで故障診断

が効率的に進行できるようになりました。

　しかしながら、診断モードへの移行方法や故障

コードはメーカーにより異なるため、なかなかフ

ル活用できないのが現状のようです。本項では、

その足掛かりとしてファミリーカーを題材に自己

診断機能の活用法をまとめてみました。

■エアコンインジケーターが点滅する（４A―GE、２C）
※システムに異常を検知してインジケーターが点滅した時の故障探求法を以下にまとめました。



■単体点検

○マグネットクラッチ
・作動点検
　マグネットクラッチのコネク
ター４端子にバッテリーのプラ
ス、ボディアースにバッテリーの
マイナスを接続したとき、作動音
がしてマグネットクラッチハブと
ローターがロックすることを確認
する。

○A/Cアンプリファイヤー（オート）
・作動点検～トヨタエレクトリカルテスターにミニテス
　トリードを接続し、各端子間または各端子とボディ
　アース間を測定する。

■測定条件：外気温10℃／内気温25℃
■注意：
・コネクターはアンプリファイヤーに接続したまま、コ
ネクターの裏側から点検する。
・測定条件に指示のないものは、エンジン停止、イグ
ニッションS/W ONの状態で点検する。



■自己診断機能による故障診断

・自己診断にはステップ１～４があり、各セン

サーの故障の有無の点検、各出力機器に対して決

められた制御信号を出力し、その動作を点検する

ことができる。

○自己診断モードへの切換え

・キースイッチをOFFの位置にする。

・キースイッチがOFFの位置

からエンジンを始動し、10秒以

内にRECスイッチを約５秒以

上押し続けると、自己診断（ス

テップ１）が開始する。

○自己診断の終了

・キースイッチをOFFにする。

・A/CスイッチをONにする。

○ステップ間の切換え

・ステップ１～４の切換えは、ファンスイッチを

　操作して行う。

ファンスイッチOFF  ………………ステップ１

　　　　　　　AUTO………………ステップ２

　　　　　　　１速…………………ステップ３

　　　　　　　２速または３速……ステップ４

　



■自己診断表示項目

○ステップ１～表示灯の点検

　コントローラー各スイッチの表示灯の点検を行う。

正常時：REC、FREおよびA/Cスイッチの表示灯

が点滅する。VENT→B/L→FOOT→DEF→Rr/

DEFの順にスイッチの表示灯がそれぞれ２回ずつ

点滅する。

異常時：異常箇所が点滅しない。

○ステップ２～各センサーの点検

　ステップ２に切換えたとき、RECスイッチの表

示灯が点滅し、その後、判定結果を表示する。

オートアンプに入力している各センサー類のデー

タをチェックする。

注意：設定温度を25℃に設定すること。

正常時：A/Cスイッチの表示灯が点灯する。

異常時：異常があるセンサーに対応するモードス

イッチの表示灯が点滅する。また、複数のセンサー

に異常がある場合は、AUTO→VENT → B/L →

FOOT→DEF→Rr/DEFの順に、該当するモード

スイッチの表示灯がそれぞれ２回ずつ点滅する。

注意：●日射センサーは屋内、夕方等の照度不足

　　　の時は異常判定される場合がある。

　　　●異常時、RECスイッチの表示灯は消灯する。



○ステップ３～モードドア位置の点検

　ステップ３に切換えたとき、AUTO、RECおよ

びFREの表示灯が点滅し、その後、判定結果を表

示する。

　モードドアアクチュエーターおよびインテーク

ドアアクチュエーターのドア位置をチェックする。

注意：全ドア位置を点検するために約20秒かかる。

正常時：AUTO、RECおよびFREの表示灯が点

灯する。

異常時：異常があるドア位置の表示灯が点滅す

る。また、複数のドア位置に異常がある場合は、

該当する表示灯がそれぞれ２回ずつ点滅する。以

上により、いずれかのドア位置が異常と判断され

た場合は、モードドアアクチュエーターまたはイ

ンテークドアアクチュエーター不良となる。

注意：ステップ３診断中に、バッテリー電圧が12

Ｖ未満になるとアクチュエーターのスピードが遅

くなり、正常作動時でもNGと判断される場合が

あるため、診断はエンジンを始動して行う。

○ステップ４～各出力機器の点検

　ステップ４に切換えたとき、出力状態に対応す

るモードスイッチの表示灯が点灯し、DEF ス

イッチを押すごとにVENT→B/L → FOOT→

DEF→Rr/DEF→AUTOと切換る。

　このステップでの点検は、次の表に示すように

オートアンプがモードスイッチの表示灯に合わせ

て各アクチュエーター、ブロワファンモーター、

コンプレッサーおよびECCS/Uへ強制的に出力

する。その出力に対してそれぞれの作動状態を目

視、作動音、吹出口に手を当てるなどの方法で確

認、点検する。
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